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1.概要

地下貯水槽No.1からの漏洩に伴い汚染した土砂の回収を、以下のとおり実施しました

実施個所：地下貯水槽No.1

実施時期：平成26年6月16日～平成27年6月2日

実施方法：ケーシングにより地山の崩落を防止しながら、ケーシング内の土砂をオーガー

により排出した。排出した土砂は、放射線量を計測し、汚染土とそれ以外の土

砂へ分け、処理を行った。掘削孔は、グラウト材を注入し、埋め戻しを行った。

汚染土の回収量：306m3（掘削総量：884m3）
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２．汚染土の回収実績（平面図）

地下貯水槽No.1における汚染土の回収実績
（各孔の最大測定値を地表に投影）
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地下水の汚染状況から
汚染範囲を想定

回収した土砂のβ線量
が10μSv/h未満とな
る範囲まで土砂の回収
を実施（□の範囲）

汚染土の回収手順

土砂は、深さ約9mま
で掘削し、深度1m毎
にβ線量を計測
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：掘削範囲

：地下貯水槽漏洩に伴って
汚染していた範囲

地下貯水槽No.1における汚染土の回収範囲および手順は、以下のとおり

（参考）回収時の状況
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掘削時の状況 掘削終了時の状況


